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「キズミー １」

支柱路面境界部調査システム

調査対象

調査条件と注意点

自然条件 ・降雨、降雪の場合は調査不可
・気温 0～40℃（推奨）

現場条件 ・システムと調査員2名が立ち入れる場所が必要
・交通量の多いところでは、安全確保のための誘導員が
必要な場合あります。

対象物の条件 ・鋼部にセンサーを直に接触させられること
（貼り紙や塗装劣化などがあると正確な調査ができない
場合があります。前処理などで測定が可能となることも
あります。）

材質 ・ 鉄、ステンレス、アルミ、他

形状 ・ 丸パイプ、角パイプ、平板、Ｈ鋼（条件によります。）

調査実績

国の機関 １件（関東1件）
自治体 ４件（近畿２件、中国２件）
民間 １件（中国１件）
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掘削せずに鋼製支柱埋設部の腐食を調査 「キズミー １」
ＮＥＴＩＳ（新技術）登録Ｎｏ．ＫＴ-130057-V

近年、全国各地で鋼製の照明柱、標識柱、信号柱等（以下、鋼製支柱）の倒壊や劣化した標識柱
に、車両が接触し倒壊するなどの人的被害や車両事故が多数報告されています。
これらの多くは高度成長期にインフラ整備の一環として、鋼製支柱の埋設が行われましたが、経年
による腐食による減肉や、繰り返し応力による材料割れなどが原因と思われます。
早急な、鋼製支柱の調査及びメンテナンスが必要となっています。

腐食調査の手順と問題点

現在、目視調査で異常があった支柱の路面境界部や埋設部の調査は、掘削して
行われています。
この場合、軽微な腐食の支柱も一度掘削し、埋め戻すという作業が必要となり、
工期とコスト及び調査時の交通規制などの問題が発生しています。
そこで、事前に埋設部の腐食の度合いを調査し、スクリーニング調査することで、
掘削、検査、埋戻し作業を削減できるシステムを開発いたしました。

『キズミーを用いると・・・。』

特徴

掘削せずに鋼製支柱埋設部の腐食調査が可能

約2名の調査員で行うため道路規制等が削減可能

教育を受けることで現場技術者が調査可能

簡易型超音波調査装置なので持ち運びが容易

調査原理

Ａモード、Ｂモードの異なる2種類の超音波
を送受信させ、その反射波の状況、波高を
統合的に判断することにより、腐食、傷の程
度を把握できます。

調査波
反射波
傷・腐蝕

システム構成機器・仕様

← 深さ方向 →

キズ、腐食からの
信号

超音波発生・受信部 ： １台
データ収録、解析用パソコン ： １台
超音波センサー Ａモードセンサー ： １個

Ｂモードセンサー ： １個
センターケーブル高効率ケーブル ： ２ｍ
接触触媒 Ａモード用、Ｂモード用 ： 各１個
キズミー1 ソフト ： １式
ＡＣアダプター類 ： １式

40㎜

40㎜

センサー周波数

ＡＤ変換
ＡＤ分解能
データ取得長
電源
使用時間
大きさ
重量

： Ａモード：２ＭＨｚ～１０ＭＨｚ
Ｂモード：１ＭＨｚ～５ＭＨｚ
： ５ＭＨｚ～２５ＭＨｚ
： １６bit
： ９５，０００（ＭＡＸ）
： リチウムイオン電池（12Ｖ）
： ８時間以上（最大充電時）
： 本体 80×270×150 （ｍｍ）
： ２ｋｇ（付属品を含む）

構成機器

仕様
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